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令和5年度

ぜひお越しください。 お待ちしています

11月5日㈰～15日㈬  市内12会場 詳しい日程は、

8ページに掲載しています今回は議会報告はございません

庭市議会
民と語る会

4年ぶり

です

第 　　 号
令和5年［2023年］

11月1日発行
市 章

74

真庭
市民

令和



令和5年度9月補正予算

2億6,047万3千円を可決しました

一般会計
特別会計

公営企業会計

9月補正額 補正後予算額 対前年比

2億5,969万円
78万円
0万円

352億1,718万円
125億7,623万円
  76億8,039万円

5.6％増
0.6％減
  1.8％増

令和5年9月第5回真庭市議会9 会会会期期期会会会会 月月月月 日日日日～～ 月月月月 日日日日

MANIWA

GIKAI

●補正予算4件を可決　●議案20件を可決
●決算12件を認定 ●発議2件を可決
●請願1件を採択、陳情1件を採択

今回の一般質問は17人
【主な内容】

はは112月2月月上旬上旬旬 ホ、ホ、 ムームペページおジおよびよび
議会議会事務事務局で局で閲覧閲覧できできますます

　

国
に
対
し
て
「
消
費
税
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
施
再
考
を
求
め
る

意
見
書
」
に
つ
い
て
の
請
願
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

【
討
論
あ
り
】

反
対
討
論　
伊
賀
基
之
議
員

　

消
費
税
は
逆
累
進
性
が
高
く
、

売
上
高
一
千
万
円
以
下
の
小
規
模

事
業
者
に
は
事
業
者
免
税
点
制
度

が
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
は
そ

れ
を
実
質
的
に
な
く
そ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
消
費
税
を
価
格
に

上
乗
せ
で
き
な
け
れ
ば
事
業
継
続

の
瀬
戸
際
で
あ
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス

再
考
を
求
め
る
請
願
は
採
択
す
べ

き
で
あ
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
再
考�

［
不
採
択
］

請
願

令
和
５
年
７
号
豪
雨
災
害
復
旧
関
連
事
業

１
億
４
，８
６
６
万
円
増
額

一
般
会
計　
主
な
歳
出

　

国
等
の
補
助
事
業
採
択
に
よ
る
事
業
、
来
年
度
の
事
業
実
施
に
向
け
た

事
前
調
査
事
業
、
令
和
５
年
７
号
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
復
旧
関
連
事
業

を
増
額
し
て
い
ま
す
。
総
務
費
で
は
、
真
庭
高
校
久
世
校
地
の
利
活
用
検

討
を
行
う
林
業
・
木
材
・
木
造
建
築
教
育
・
研
究
ゾ
ー
ン
構
想
推
進
事
業

に
９
２
８
万
円
を
計
上
。
民
生
費
で
は
、
高
齢
者
施
設
の
防
災
・
減
災
対

策
を
支
援
す
る
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
補
助
金
３
︐０
８
０
万
円
を

計
上
。
令
和
５
年
８
月
に
発
生
し
た
台
風
７
号
豪

雨
災
害
に
伴
う
災
害
復
旧
関
連
事
業
と
し
て
、
災

害
復
旧
費
１
億
３
１
５
万
円
、
農
林
水
産
業
費

１
︐０
６
３
万
円
、
土
木
費
３
︐４
８
８
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
物
価
高

騰
の
影
響
を
踏
ま
え
た
指
定
管
理
料
の
算
定
に

よ
り
、１
︐８
０
１
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
同

じ
く
、
津
黒
高
原
観
光
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
32
万
円
、
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
46
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

森脇委員長

西田副委員長

会計名 9月
補正額

補正後
予算額

一般会計 25,９６９ 3,５２１,７１８ 
国民健康保険特別会計 0 ５０１,４８９ 
後期高齢者医療特別会計 0 79,５９３ 
介護保険特別会計 0 ６５０,８８１ 
介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定） 0 5,２９４ 

浄化槽事業特別会計 0 4,８７８ 
津黒高原観光事業特別会計 32 2,９２６ 
クリエイト菅谷事業特別会計 46 ９３５ 
温泉事業特別会計 0 11,６２７ 

特別会計合計 78 1,２５７,６２３ 
水道事業会計 0 ２３１,５６７ 
下水道事業会計 0 ３５２,０４４ 
国民健康保険湯原温泉
病院事業会計 0 １８４,４２８ 

公営企業会計合計 0 ７６８,０３９ 
合計 26,０４７ 5,５４７,３８０ 

令和5年度補正予算  会計別集計表
（単位：万円）

※表はいずれも千円を四捨五入しているため、合計に差異が生じて
　いる箇所があります。
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蒜山高原自然広場　蒜山上長田

▼
北
町
公
園
・
宮
芝
公
園
・
真
庭

や
ま
び
こ
公
園
（
非
公
募
）

指
定
先
＝
（
一
財
）
真
庭
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団

▼
道
の
駅
風
の
家・
三
木
ケ
原

ふ
る
さ
と
特
産
館・
真
庭
市
ベ
ア
バ

レ
ー
ス
キ
ー
場・
蒜
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
ハ
ー
ビ
ル・
そ
ば
の
館（
公
募
）

指
定
先
＝
㈱
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
蒜
山

▼
ワ
イ
ン
醸
造
販
売
所
・
特
産
品

加
工
所
（
非
公
募
）

指
定
先
＝
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ン
㈲

▼
真
庭
市
蒜
山
ヒ
ル
ズ
・
自
然

牧
場
公
園
（
公
募
）

指
定
先
＝
㈱
ア
ス
ト
ピ
ア
蒜
山

▼
真
庭
市
八
束
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
特
産
館
（
公
募
）

指
定
先
＝
㈱
蒜
山
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ッ
ト

▼
真
庭
市
郷
原
漆
器
の
館（
公
募
）

指
定
先
＝
郷
原
漆
器
発
展
会

▼
蒜
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー
（
公
募
）

指
定
先
＝
（
一
社
）
蒜
山
農
業
公

社▼
真
庭
市
蒜
山
高
原
自
然
広
場

・
真
庭
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
蒜

山
高
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
及
び
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）・
真
庭
市
蒜

山
高
原
自
然
広
場
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
真
庭
市
蒜
山

快
湯
館
（
公
募
）

指
定
先
＝
㈱
ア
ス
ト
ピ
ア
蒜
山

▼
真
庭
市
蒜
山
高
原
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
パ
ー
ク
（
公
募
）

指
定
先
＝
㈱
ノ
ア

▼
落
合
総
合
公
園
（
非
公
募
）

指
定
先
＝
（
一
財
）
真
庭
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団

▼
真
庭
市
道
の
駅
醍
醐
の
里
（
公

募
）

指
定
先
＝
㈲
醍
醐
の
里

▼
真
庭
市
勝
山
健
康
推
進
施
設

水
夢
（
非
公
募
）

指
定
先
（
一
財
）
真
庭
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団

▼
真
庭
市
交
流
体
験
施
設
匠
蔵

（
公
募
）

指
定
先
＝
特
定
非
営
利
活
動
法
人

勝
山
・
町
並
み
委
員
会

▼
真
庭
市
ひ
ま
わ
り
館
・
下
湯
原

温
泉
露
天
風
呂
（
公
募
）

指
定
先
＝
ま
に
わ
日
本
蜜
蜂
企
業

組
合

▼
湯
原
温
泉
駐
車
場
・
向
湯
原
駐

車
場
（
非
公
募
）

指
定
先
＝（
一
社
）湯
原
観
光
協
会

賛
成
討
論　
森
脇
正
和
議
員

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
で
消
費

税
率
引
き
上
げ
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス

方
式
を
導
入
す
る
決
定
が
な
さ
れ

た
。
平
成
28
年
11
月
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
を
令
和
元
年
10
月
、

イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
を
令
和
５
年
10

月
に
再
延
期
。

　

こ
の
間
、
今
回
の
請
願
提
出
機

会
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
。
よ
っ

て
、
不
採
択
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　
黒
川
愛
議
員

　
「
困
る
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん

聞
い
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
を

取
っ
た
人
も
困
っ
て
い
る
。
市
民

の
切
実
な
声
に
、
耳
を
傾
け
る
必

要
が
あ
る
。
当
事
者
だ
け
の
問
題

で
も
な
い
。
独
立
し
た
個
人
の
仕

事
、
中
小
業
者
の
仕
事
を
守
る
こ

と
が
、
中
山
間
地
域
で
生
き
る
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
継

続
に
繋
が
る
。

賛
成
討
論　
妹
尾
智
之
議
員

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
は
、
平

成
28
年
度
税
制
改
正
で
決
定
し
て
い

る
。複
数
税
率
が
採
用
さ
れ
る
場
合
、

適
正
か
つ
円
滑
な
施
行
に
資
す
る
観

点
か
ら
、
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
税
額
控
除
を
排
除
し
、
税
額
を

明
記
し
た
請
求
書
の
保
存
を
求
め
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
」
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
10
月
か
ら
の
導
入
へ
再

考
に
は
無
理
が
あ
り
、
委
員
長
報

告
の
通
り
不
採
択
へ
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　

 

下湯原温泉ひまわり館　下湯原

指
定
管
理
者
制
度
と
は　

地
方
公
共
団
体
（
市
）
が
住
民
の

福
祉
を
増
進
す
る
目
的
で
設
置
し
た
、
公
の
施
設
の
管
理
運

営
を
市
が
指
定
し
た
民
間
事
業
者
を
含
む
法
人
・
団
体
に
行

わ
せ
る
制
度
。
民
間
の
活
力
を
導
入
し
自
治
体
の
経
営
改
善

を
図
る
目
的
で
、
平
成
15
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

　

真
庭
市
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
指
定
期
間

は
、
全
て
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

指
定
管
理
者
決
ま
る

交流体験施設匠蔵　勝山
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決　算

　
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
陳
情
書
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
全
会
一
致
で

採
択
し
、
意
見
書
を
衆
参
両
議
長

な
ど
10
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

地
方
財
政
の
充
実・強
化

［
採
択
］

陳
情

賛
成
し
た
議
員  

議
席
番
号
順

緒
形　

尚　

加
藤
大
悟　

淺
野
和
昭

𠮷
原
啓
介　

柴
田
正
志　

妹
島
弘
和

森
田
敏
久　

大
月
説
子　

伊
藤
義
則

福
島
一
則　

氏
平
篤
正　

西
田
文
子

長
尾　

修　

入
澤
廣
成　

庄
司
史
郎

妹
尾
智
之　

岩
本
壯
八　

古
南
源
二

中
尾
哲
雄　

森
脇
正
和　

反
対
し
た
議
員  

議
席
番
号
順

黒
川　

愛　

伊
賀
基
之

※表はいずれも千円を四捨五入しているため、合計に差異が生じている箇所があります

一般会計と特別会計の決算状況
　令和４年度の一般会計及び特別
会計を合わせた決算額は、歳入
４７９億8,６５６万円、歳出は４５６億5,４６０万
円であり、差引額は23億3,１９６万円
の黒字となりました。一般会計、
特別会計、企業会計決算12件はい
ずれも認定となりました。

緒形委員長

森田副委員長

　決算審査特別委員会は、9月12日の本会議で付託された令和４年度真庭市一般会計決算の認定のほか、特別
会計、企業会計、計12件について9月19日、20日に審査しました。その概要についてお知らせします。

一般会計歳出決算額 ３3５億1,６７３万円   19億6,８２５万円の黒字

会計名 歳入済額 構成比率
市税 529,868 14.9
地方消費税交付金 106,527 3.0
地方交付税 1,462,171 41.2
分担金及び負担金 19,763 0.6
使用料及び手数料 32,531 0.9
国庫支出金 439,103 12.4
県支出金 159,237 4.5
繰入金 77,077 2.2
繰越金 156,108 4.4
諸収入 54,931 1.5
市債 382,448 10.8
その他 128,734 3.6
合計 3,548,498 100.0

会計名 歳出済額 構成比率
議会費 23,196 0.7
総務費 357,931 10.7
民生費 791,047 23.6
衛生費 460,365 13.7
農林水産業費 183,913 5.5
商工費 142,442 4.2
土木費 276,992 8.3
消防費 143,876 4.3
教育費 326,527 9.7
災害復旧費 13,650 0.4
公債費 528,842 15.8
諸支出金 102,892 3.1
合計 3,351,673 100.0

区分 歳入決算額
国民健康保険 490,343
後期高齢者医療 75,333
介護保険 657,805
介護保険（介護サ） 5,217
浄化槽事業 5,365
津黒高原観光事業 3,351
クリエイト菅谷事業 1,787
温泉事業 10,957
合計 1,250,158

区分 歳入決算額
国民健康保険 488,212 
後期高齢者医療 75,234 
介護保険 625,163 
介護保険（介護サ） 5,056 
浄化槽事業 5,261 
津黒高原観光事業 3,339 
クリエイト菅谷事業 1,787
温泉事業 9,735
合計 1,213,787 

区分 決算年度末
現在高

財政調整基金 977,311
減債基金 295,095
土地開発基金 40,549
未来を担う人応援基金 97,296
振興基金 348,693
情報化施設整備基金 90,711
ふるさと真庭応援基金 33,370
真庭市立学校施設整備基金 37,003
真庭市認定こども園等施設整備基金 31,709
公共施設整備等基金 1,196,407
旧遷喬尋常小学校整備利活用基金 18,124
国民健康保険事業基金 81,439
その他 84,767
合計 3,332,474

令和４年度

特別会計歳出

特別会計歳入一覧表� （単位：万円）

特別会計歳出一覧表� （単位：万円）

基金� （単位：万円）

一般会計歳入一覧表� （単位：万円）

一般会計歳出一覧表� （単位：万円）

121億3，787万円
 3億6，371万円の黒字

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
を
は
か

る
た
め
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
の
請
願
に
つ

い
て
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
全
会
一
致
で
採
択

し
、
意
見
書
を
衆
参
両
議
長
な
ど

６
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
ま
に
こ
い
ん
」は
、真
庭
市
限
定
で
使
え
る
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
っ
た

デ
ジ
タ
ル
通
貨
で
す
。
令
和
５
年
１
月
５
日
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
定
数
改
善［
採
択
］

請
願
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員
長

委
員

加
藤
大
悟

委
員
長

副
委

西
田
文
子

員
委
員

岩
本
壯
八

員
委
員

緒
形
尚

委
員

小
田
康
文

委
員

庄
司
史
郎

委
員

長
尾
修

委
員

中
尾
哲
雄

総
務
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、６
月
21
日
、８
月
23
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
退
職
自
衛
官
の
採
用

　

危
機
管
理
課
か
ら
退
職
自
衛
官
の
採
用
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
陸
上
自
衛
隊
で
培
っ
た
防
災
の

専
門
知
識
や
経
験
を
有
す
る
人
材
を
、
自
治

体
が
雇
用
す
る
仕
組
み
「
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
」
を
活
用
し
、
退
職
自
衛
官
１

名
を
採
用
す
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
防
災
監
等
に
必
要
な
知
識

や
経
験
を
有
す
る
者
を
、
内
閣
府
が
地
域
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
証
明
し
、
そ
の
証

明
書
保
有
者
を
採
用
し
た
地
方
公
共
団
体

は
、
採
用
者
の
人
件
費
が
特
別
交
付
税
の
対

象
と
な
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

　

採
用
時
の
役
職
は
、
参
事
級
と
な
り
、
採

用
年
月
日
は
８
月
３
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

担
当
業
務
と
し
て
は
、
平
常
時
は
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
や
防
災
会
議
、
防
災
訓

練
の
計
画
や
実
施
な
ど
で
、
災
害
等
の
発
生

時
に
は
、対
策
本
部
の
運
営
の
中
心
と
し
て
、

業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

日
常
の
業
務
で
担
っ
て
も
ら
う
と
い

う
の
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
。

主
な
業
務
と
し
て
、
平
常
時
は
地
域

防
災
計
画
や
国
民
保
護
計
画
等
、
ま

た
災
害
時
の
出
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
業
務
継
続

計
画
な
ど
の
真
庭
市
に
合
っ
た
計
画
に
見
直

す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
訓
練
等
の
計
画
を
し
、
そ
れ
を

実
施
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
や
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

■
真
庭
高
校
久
世
校
地
の
跡
地
利
活
用

　

総
合
政
策
課
か
ら
真
庭
高
校
久
世
校
地
跡

地
利
活
用
に
つ
い
て
、説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

久
世
校
地
が
今
年
度
で
落
合
校
地
と
統
合

す
る
。
市
と
し
て
は
久
世
校
地
跡
地
の
利
活

用
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
や
、
第
一
次
産
業
の

振
興
拠
点
、
学
び
や
子
育
て
の
拠
点
等
が
、

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
の
検
討
の
案
と
し
て
想
定

を
し
て
い
る
。
で
き
る
限
り
民
間
等
の
参
入

を
進
め
た
い
。

　

事
業
や
、
企
画
等
を
ま
と
め
、
ど
う
い
っ

た
形
で
活
用
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く
。

　

関
連
事
業
と
し
て
は
、
森
林
林
業
教
育
、

研
究
拠
点
構
想
な
ど
が
あ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
進

め
て
い
く
。

　

業
務
の
流
れ
は
ま
ず
コ
ン
セ
プ
ト
や
ゾ
ー

ニ
ン
グ
の
案
を
市
内
企
業
、
大
学
等
の
外
部

有
識
者
を
含
む
庁
内
検
討
会
議
で
検
討
し
て

い
く
。
今
年
度
中
に
基
本
方
針
を
策
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

利
活
用
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
官
民
連
携

事
業
な
ど
も
含
め
て
、
非
常
に
専
門
的
な
知

見
を
要
す
る
事
業
に
な
る
の
で
、
慎
重
に

色
々
な
方
の
御
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
７
月
か
ら
検

討
会
議
を
庁
内
で
立
ち
上
げ
て
、
あ
る
程
度

コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討
し
な
が
ら
、
広
く
事
業

者
と
市
民
の
方
に
意
見
を
聞
い
て
い
く
と
い

う
予
定
に
な
っ
て
い
る
、
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

問

《
市
長
直
轄
組
織
》

《
総
合
政
策
部
》

答

地域防災マネージャー　辞令交付式
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員
長

委
員

妹
島
弘
和

委
員
長

副
委

黒
川 

愛

員
委
員

淺
野
和
昭

員
委
員

伊
賀
基
之

委
員  

氏
平
篤
正

委
員  

大
月
説
子

委
員  

古
南
源
二

委
員  

福
島
一
則

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、６
月
22
日
、８
月
22
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

　

健
康
推
進
課
か
ら
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ー
タ
ー

派
遣
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

妊
娠
期
か
ら
産
後
１
年
以
内
、
心
身
と
も
に

負
担
の
大
き
い
産
前
産
後
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

家
事
や
育
児
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
対

象
に
、
市
が
実
施
す
る
養
成
講
座
を
受
講
し

た
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。
令

和
５
年
度
か
ら
利
用
回
数
の
上
限
を
30
回
に

拡
充
し
、
令
和
４
年
度
と
比
較
し
て
今
年
度

は
約
2.5
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　

約
６
割
が
育
児
支
援
、
約
４
割
が
家
事
支

援
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の
利
用
時
期
は
、

妊
娠
期
が
９
件
、
産
後
１
カ
月
ま
で
が
10

件
、産
後
１
カ
月
か
ら
２
カ
月
ま
で
が
30
件
。

少
し
ず
つ
利
用
件
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、１
歳
ま
で
一
定
数
の
利
用
が
あ
る
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
養
成

講
座
を
平
成
28
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
受

講
後
の
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
が
32
名
で
あ

る
。
今
後
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
更
な
る
養
成
が
必
要
で
あ
り
、

新
規
養
成
講
座
を
計
画
し
て
い
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
が
32
名
で
あ
る

が
、
何
名
が
活
動
し
て
い
る
の
か
。

令
和
４
年
度
の
活
動
状
況
で
は
32
名

中
、
半
数
が
活
動
し
て
い
る
。
中
に

は
、
常
勤
勤
務
の
人
や
、
利
用
者
と
の
日
程

が
合
わ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
が
、
利
用
者
宅

に
で
き
る
だ
け
距
離
が
近
い
人
で
、
同
じ
サ

ポ
ー
タ
ー
に
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ
」実
証
運
行

　

く
ら
し
安
全
課
か
ら
、「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ま

に
わ
」
の
実
証
運
行
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

10
月
か
ら
新
し
い
公
共
交
通
「
チ
ョ
イ
ソ

コ
ま
に
わ
」
を
落
合
・
久
世
・
勝
山
（
一
部

地
域
除
く
）
で
実
証
運
行
を
開
始
す
る
。
運

行
エ
リ
ア
内
で
３
７
１
か
所
（
８
月
10
日
時

点
）
の
停
留
所
を
設
置
し
、
今
後
も
利
用
状

況
や
ス
ポ
ン
サ
ー
状
況
に
応
じ
て
停
留
所
を

増
や
し
て
い
く
。９
月
中
に
は
、
停
留
所
の

看
板
設
置
を
進
め
、
事

前
に
利
用
者
登
録
を
行

い
、
ネ
ッ
ト
若
し
く
は

電
話
で
の
予
約
で
あ

る
。
実
証
運
行
開
始
後

も
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

等
と
、
意
見
を
聞
き
、

ま
た
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

の
獲
得
も
引
き
続
き
行

い
、
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

■
小
中
学
校
に
自
動
応
答
電
話
の
設
置

　

学
校
教
育
課
か
ら
、
小
中
学
校
に
お
け
る

自
動
応
答
電
話
の
設
置
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
市
内
全
校
に
自
動
応
答
電
話
を

設
置
す
る
。
設
置
の
目
的
は
、
勤
務
時
間
外

の
電
話
対
応
を
自
動
応
答
に
変
え
る
こ
と

で
、
授
業
準
備
等
の
業
務
に
集
中
す
る
時
間

を
確
保
し
、
学
校
の
働
き
方
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
く
。
電
話
対
応
時
間
外
に
、
欠

席
や
遅
刻
等
が
あ
る
場
合
は
、
同
じ
く
９
月

か
ら
運
用
開
始
す
る
プ
ッ
シ
ュ
型
ア
プ
リ

「
Ｃ
ｏ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
を
利
用
し
て
も
ら
う
と

の
こ
と
で
す
。

答 問

《
健
康
福
祉
部
》

《
教
育
委
員
会
》

《
生
活
環
境
部
》

正
副
委
員
長
が
交
代

市のポスターから▶ 

10
月
12
日
付
け
で
妹
島
弘
和
委
員
が
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

８
月
10
日
付
け
で
黒
川
愛
委
員
が
副
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

メニュータブ
の連絡より学
校へ各種連絡
を行うことが
できます。
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員
長

委
員

柴
田
正
志

委
員
長

副
委

森
脇
正
和

員
委
員

伊
藤
義
則

員
委
員

入
澤
廣
成

委
員

妹
尾
智
之

委
員

森
田
敏
久

委
員

𠮷
原
啓
介

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、６
月
23
日
、８
月
10
日
、８

月
24
日
に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を

求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
広
葉
樹
の
付
加
価
値
の
向
上
に
向
け
た
取

組
　

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、「
広

葉
樹
の
付
加
価
値
の
向
上
に
向
け
た
取
組
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
葉
樹
の
利
活
用
の
現
状
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
へ
の
燃
料
利
用
を
促
進
し
て
い
る

が
、
売
電
価
格
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
固
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
燃
料
単
価
の
向
上
と
い

う
も
の
は
期
待
出
来
な
い
。
こ
う
し
た
中
、

広
葉
樹
を
主
に
活
用
し
て
い
る
国
内
の
家
具

メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
し
て
、
国
産
広
葉
樹
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
市
内
の
広
葉

樹
が
用
材
と
し
て
活
用
さ
れ
た
例
は
少
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、昨
年
度
、

オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
と
連
携
し
、
川
下
の
家
具
メ
ー

カ
ー
等
と
、
川
上
・
川
中
を
つ
な
ぎ
新
た

な
流
通
の
構
築
が
出
来
な
い
か
と
い
っ
た
実

証
事
業
に
取
組
ん
だ
結
果
、
用
材
と
し
て
の

活
用
や
単
価
ア
ッ
プ
な
ど
の
可
能
性
の
確
認

を
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
川
上
の
伐
採
業

者
、
川
中
の
製
材
業
者
、
川
下
の
家
具
メ
ー

カ
ー
等
が
複
数
連
携
し
て
い
く
体
制
を
構
築

し
て
、
広
葉
樹
利
用
の
新
た
な
経
済
循
環
が

生
ま
れ
る
よ
う
、
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

オ
ム
ロ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
な

の
か
。

彼
ら
と
し
て
は
川
下
の
需
要
を
ま
ず

開
拓
し
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
把
握
し

て
か
ら
、
川
上
・
川
中
と
繋
が
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
構
築
、シ
ス
テ
ム
化
す
る
の
が
、

最
終
的
な
目
標
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
市
内
の
山
主
、
素
材
生
産
業
者
、

製
材
所
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
デ
ー
タ
と
な
る
。

■
台
湾
観
光
客
の
誘
致
推
進

　

産
業
政
策
課
か
ら
、
台
湾
観
光
客
の
誘
致

推
進
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
運
行
が
再
開
さ
れ
た
岡
山
台
北
線

が
、５
月
か
ら
は
週
７
便
の
毎
日
運
行
に
な

り
、８
月
に
は
、
岡
山
県
知
事
が
台
湾
に
て

現
地
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
に
観
光

セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
県

北
最
大
の
観
光
地
で
あ
る
真
庭
市
と
し
て

も
、
真
庭
観
光
局
と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
再
始
動
を
図

り
、
来
訪
者
の
拡
大
に
向
け
て
、
台
湾
で
の

観
光
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

日
程
は
10
月
12
日
か
ら
14
日
で
台
湾
を
訪

問
し
、
現
地
旅
行
会
社
、
新
聞
社
、
テ
レ
ビ

局
関
係
者
な
ど
を
招
待
し
、
真
庭
市
長
や
真

庭
観
光
局
に
よ
る
ツ
ア
ー
の
売
り
込
み
、
観

光
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
真
庭
産
品
等
の

試
食
提
供
を
行
い
、
台
湾
観
光
客
の
誘
致
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

誘
致
推
進
は
良
い
こ
と
で
あ
る
が
、

真
庭
市
の
観
光
地
で
の
多
国
語
の
表

示
と
か
、
洋
式
ト
イ
レ
の
設
備
等
は
ど
う
な

の
か
。

看
板
の
外
国
語
表
記
は
、
看
板
等
を

調
査
し
て
、
必
要
な
も
の
は
、
外
国

語
表
示
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
先
般
の
コ
ロ
ナ
対
策

等
の
と
き
に
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
概
ね
で
き

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答

答

問

問

《
産
業
観
光
部
》

《
産
業
観
光
部
》

オムロンとの協定式

台湾での観光プレゼンテーション
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日程
市民と
語る会
20232023

真庭市議会
9月定例会

一
般
質
問

９
月
定
例
会
の
議
事
録
は

12
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

一
般
質
問
の
記
事
は
、
800
字
以
内
で
質
問

し
た
議
員
本
人
が
ま
と
め
て
い
ま
す

に
は
い
か
な

い
が
対
応
す

る
。
物
価
高

騰
で
工
事
が

減
る
こ
と
に

は
、
必
要
な

対
応
は
す
る
。

　
中
国
電
力
の
農
事
用
電
力
料
金

は
６
月
か
ら
15６
％
値
上
げ
で
あ

る
。
ガ
ソ
リ
ン
は
１
ℓ
1８0
円
を
超

え
、
農
薬
や
肥
料
も
高
騰
し
て
い

る
。米
価
低
落
の
稲
作
に
つ
い
て
、

意
欲
を
持
っ
て
継
続
で
き
る
た
め

の
支
援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
地
域
の
資
源
を
使
っ
て
、
価
格
高

騰
の
影
響
を
受
け
づ
ら
い
弾
力
的
な

経
営
を
作
っ
て
い
く
政
策
を
、
ま
ず

は
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

緊
急
的
な
も
の
は
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
対
応
し
て
い
く
。

　
通
級
指
導
教
室
は
、
小
学
校
に

は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
中
学
校
に

は
な
い
。
通
級
指
導
は
、
通
常
学

級
で
学
び
な
が
ら
、
専
門
的
な
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
良
い

制
度
で
あ
る
。
津
山
市
で
は
、
中

学
か
ら
初
め
て
通
級
を
利
用
し
た

生
徒
が
、
小
学
校
か
ら
の
継
続
者

の
1.5
倍
い
る
。
中
学
生
や
保
護
者

に
意
向
調
査
を
し
、
希
望
が
あ
れ

ば
、
少
人
数
で
も
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
。

　

広
域
の
真
庭
市
で
は
、
巡
回
指

導
方
式
の
導
入
に
つ
い
て
、
現
在

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
改
め
て
教
育
的
な
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
し
、
県
と
の
調
整
を

行
っ
て
い
く
。

伊
賀
基
之

問
　
山
間
部
に
住
む
住
民
に
と
っ
て

市
道
は
唯
一
の
道
路
で
あ
り
、
大

切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
狭
い
市

道
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
こ
と

も
多
い
。
現
状
維
持
の
予
算
で
は

改
良
は
進
ま
な
い
。
思
い
切
っ
た

施
策
が
必
要
と
思
う
。

　

道
路
の
維
持
管
理
・
新
設
改
良
・

橋
梁
維
持
の
予
算
は
、
き
ち
っ
と
確

保
し
て
い
る
。

緊
急
的
に
必

要
な
こ
と
、

安
全
施
設
例

え
ば
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
につ
い

て
も
、
全
部

つ
け
る
わ
け

答　弁　者

三ツ宗弘教育長 太田昇市長

答
太
田
市
長

答
石
井
産
業
観
光
部
長

答
三
ツ
教
育
長

問

問

市
道
の
改
良
・

長
寿
命
化
を
図
る
べ
き

物
価
高
騰
の
中
で
の

農
業
支
援
を

中
学
校
へ
通
級
指
導

教
室
の
設
置
を

狭い市道

申込みは不要です

令和5年11月
● 5 日㈰　13:30
　呰部中部憩いの家　２班
● 5 日㈰　18:00
　下見集会所　２班
● 6 日㈪　1９:00
　原コミュニティハウス　３班
　（旧八束村）
●11日㈯　10:00

落合人権・福祉センター　３班
●11日㈯　18:00
　落合振興局　1班
●12日㈰　13:00
　月田公民館　1班
●12日㈰　14:00

真庭市農業構造改善センター  ２班
　（旧富山小学校）
●12日㈰　18:00
　二川みらいセンター　１班

●13日㈪　1９:00
　栗原コミュニティハウス　４班
●14日㈫　1９:00
　草加部小学校　４班  
●15日㈬　1９:00
　高仙の里よの　３班
●15日㈬　1９:00

旧水田小学校ミ―ティングルーム　４班

担当班（出席議員）� ◎班長  〇副班長

１班　◎伊賀基之　〇中尾哲雄　小田康文　
　　　　妹島弘和　    森脇正和

２班　◎緒形　尚　〇古南源二　伊藤義則　
　　　　妹尾智之   西田文子　福島一則

３班　◎氏平篤正　〇岩本壯八　黒川　愛　
　　　　長尾　修   森田敏久　𠮷原啓介

４班　◎入澤廣成　〇加藤大悟　淺野和昭　
　　　　大月説子   柴田正志　庄司史郎

 みんなで話そう　
真庭市政について

 みんなで話そう　

日時　会場　班
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一般質問

　

真
庭
市
に
お
け
る
移
動
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
、
重
要
な
課
題
だ

と
思
う
。
今
の
ま
に
わ
く
ん
を
含

め
、
広
域
交
通
体
系
で
成
果
が
出

て
い
る
が
、
満
足
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

　

会
員
登
録
は
小
学
生
以
上
で
は

ど
な
た
で
も
可
能
で
あ
る
。
関
係

人
口
を
含
め
、
ど
ん
ど
ん
利
用
し

て
い
た
だ
く
。
停
留
所
は
基
本
的

に
は
１
自
治
会
１
停
留
所
と
お
願

い
し
て
い
る
が
、
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
の
ニ
ー
ズ
に
近
づ
け
、
利
用

　

議
会
と
一
緒
に

な
っ
て
関
係
の
と
こ

ろ
に
何
回
も
行
っ
て

い
る
が
、
む
し
ろ
状

況
は
悪
化
し
て
い

る
。
運
転
手
が
不
足

し
て
い
る
、
儲
か
る

路
線
か
ら
や
っ
て
い

く
、
そ
う
い
う
中
で

苦
戦
し
て
い
る
。
引

き
続
き
粘
り
強
く

や
っ
て
い
く
。
代
替

え
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
が
、
本
年

10
月
か
ら
11
月
中

旬
ま
で
の
土
日
祝

日
、
中
鉄
北
部
バ
ス

と
共
同
で
高
速
バ
ス

岡
山
勝
山
線
を
、
蒜

山
高
原
ま
で
延
伸
す

る
実
証
運
行
を
行
っ

て
、
需
要
が
あ
る
よ

と
い
う
の
を
こ
ち
ら
も
作
り
出
し

た
い
。
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
真
庭
市

か
ら
都
市
に
出
て
い
く
方
の
交
通

弱
者
対
策
、
観
光
面
と
か
、
い
ろ

い
ろ
含
め
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
高
速
道
路
を
使
っ
た
長
距
離

バ
ス
、
高
速
バ
ス
の
充
実
を
図
る

べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
努

力
し
て
い
く
。

本
本
社
、
中
国
支
社
に
幾
度
と
な

く
要
望
し
た
が
、
エ
リ
ア
近
く
に

市
が
自
前
で
停
留
所
を
造
る
の
は

よ
い
が
、
エ
リ
ア
内
に
は
と
難
色

を
示
さ
れ
た
。
利
用
促
進
の
観
点

か
ら
も
、
交
流
人
口
を
増
や
す
施

策
を
関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
国

交
省
、
ネ
ク
ス
コ
、
バ
ス
会
社
に

要
望
で
き
な
い
も
の
か
。

状
況
と
か
要
望
を
精
査
し
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
エ
リ
ア
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
は
、

停
留
所
設
置
や
宣
伝
活
動
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
チ
ョ
イ
ソ
コ

ま
に
わ
の
意
義
を
理
解
し
て
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

対
応
し
て
い
く
。

　
運
行
に
関
す
る
経
費
は
２
︐５

０
０
万
円
程
度
と
試
算
し
て
い
る

が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
が
多
い
か
少
な

い
か
、
利
用
が
ど
う
か
で
違
っ
て

く
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
乗
っ
て

も
ら
い
、
利
便
性
が
増
す
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
り
人

の
移
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

高
速
バ
ス
の
本
数
も
徐
々
に
回
復

し
て
き
て
お
り
、
米
子
道
を
走
る

本
数
は
20
数
便
あ
り
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
蒜
山
高
原
Ｓ
Ａ
で
ト
イ
レ

休
憩
し
て
い
る
。
数
年
前
、
Ｓ
Ａ

で
乗
降
で
き
る
よ
う
市
長
に
同
行

し
国
土
交
通
省
、
ネ
ク
ス
コ
西
日

西
田 

文
子

問

長
尾
　
修

問

チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ

実
証
運
行
ス
タ
ー
ト

蒜
山
高
原
Ｓ
Ａ
内
で

高
速
バ
ス
の
乗
降
を

　
新
た
に
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
シ
ス
テ
ム
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
実
証

運
行
が
10
月
２
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、
交
通
弱
者
は
、
利
用
し

や
す
い
移
動
手
段
に
期
待
し
て
い

る
。

　

会
員
登
録
は
、
市
内
に
在
住
、

滞
在
す
る
小
学
生
以
上
は
誰
で
も

会
員
に
な
れ
る
の

か
。
ま
た
、
停
留
所

は
集
会
所
か
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
以
外

で
、
家
の
近
く
に
設

置
し
て
も
ら
え
な
い

の
か
。

　

エ
リ
ア
ス
ポ
ン

サ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

と
、
利
用
者
が
行
き

た
い
所
に
ス
ポ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
頂
く

努
力
は
す
る
の
か
。

　
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
運

行
に
は
ど
の
程
度
の

経
費
が
か
か
る
見
込

み
か
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

チョイソコまにわ　本庁舎前

蒜山高原 SA 上り　蒜山西茅部
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市
内
に
は
マ
マ
の
別
荘
で
あ
っ

た
所
、
中
学
校
で
あ
っ
た
所
、
自

動
車
学
校
に
使
っ
て
い
た
所
な
ど

生
い
立
ち
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る

が
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
草
刈
り

を
す
る
だ
け
で
な
に
も
利
用
し

て
い
な
い
所
が
あ
る
。
売
却
す
る

な
り
、
太
陽
光
発
電
で
あ
る
と

か
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
利
用
で
き
る

成
長
の
早
い
樹
木
を
植
栽
す
る
と

か
な
ん
と
か
利
用
を
考
え
た
ら
ど

う
か
。
遊
休
地
に
は
看
板
を
掛
け

て
い
る
と
聞
く
が
、
利
用
募
集
の

看
板
は
あ
る
が
売
却
の
看
板
は
な

い
。

　

合
併
後
の
施
設
再
編
に
よ
る
も

の
な
ど
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
と
し

て
売
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
よ
う

な
も
の
が
30
か
所
く
ら
い
あ
る
。

市
民
の
共
有
の
財
産
で
あ
る
か
ら
、

必
要
な
も
の
は
使
う
し
、
い
ら
な

い
も
の
は
も
う
処
分
す
る
し
、
管

理
費
用
が
も
っ
た
い
な
い
。　
　

多
面
的
多
角
的
な
検
討
を
し
て
い

く
。
活
用
提
案
募
集
と
か
い
う

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
看
板
は
や

め
ろ
と
言
っ
て
い
る
。
売
る
な

ら
売
却
し
ま
す
ご
相
談
を
！
と

い
う
よ
う
に
。
三
阪
の
残
土
捨

て
場
を
見
て
、
緑
化
し
か
使
え

な
い
か
と
い
う
思
い
だ
が
、
そ

う
い
う
も
の
を
含
め
て
ど
う
い

う
事
が
で
き
る
の
か
所
管
部
署

で
検
討
を
続
け
て
い
く
。

　
子
ど
も
の
出
生
率
の
高
い
と

い
わ
れ
る
自
治
体
で
は
、
子
育

て
支
援
の
中
で
も
財
源
に
過
疎

こ
ろ
が
、
ま
だ
十
分
周
知
で
き
て

い
な
い
の
か
、
面
倒
な
の
か
農
業

者
に
こ
の
補
助
金
が
低
調
な
状
態

で
あ
る
。　

　

補
助
金
制
度
あ
る
い
は
堆
肥
利

用
の
メ
リ
ッ
を
周
知
し
て
い
き
た

い
と
頑
張
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
現
在
蒜
山
農
業
公
社
が

こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
組
織
機
能
を
強
化
し
て
、
蒜

山
以
外
に
拡
大
し
て
、
真
庭
市
全

域
で
活
躍
出
来
る
よ
う
に
目
指
し

て
い
く
。
濃
縮
施
設
は
バ
イ
オ
液

肥
を
作
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
使
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
資
源
循
環
を

し
て
真
庭
の
農
作
物
の
価
値
、
そ

し
て
農
業
所
得
を
上
げ
て
い
く
こ

と
も
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

有
効
に
利
用
し
、５
年
10
年

先
の
強
固
な
農
業
基
盤
を
築

い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
蒜
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

製
造
す
る
年
間
約
８００
ト
ン
を

利
用
促
進
の
た
め
堆
肥
散
布

料
金
を
市
が
負
担
で
き
な
い

か
。

　
ま
た
、
補
助
金
が
出
て
も

販
売
量
が
増
え
な
い
の
は
農

業
団
体
、農
業
法
人
、　
認
定

農
業
者
、
作
付
け
面
積
な
ど

の
縛
り
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
、
も
っ
と
農
家
に
安
価

で
堆
肥
を
提
供
し
、思
い
切
っ
た
農

業
施
策
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　
令
和
６
年
10
月
に
は
バ
イ
オ
液

肥
濃
縮
施
設
が
稼
働
す
る
。
現
在

散
布
方
法
、
配
分
、
料
金
等
検
討

中
の
よ
う
だ
が
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
循
環
型
農
業
を
進
め
て
頂
き

た
い
。

　

真
庭
市
と
し
て
は
、
昨
年
度
堆

肥
の
市
内
で
の
活
用
を
進
め
る
と

同
時
に
、
こ
の
価
格
高
騰
に
も
対

応
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
真
庭
市

堆
肥
等
利
用
促
進
事
業
補
助
金
を

改
正
し
て
い
る
。
一
定
の
条
件
は

あ
る
が
堆
肥
購
入
費
、
散
布
費
用

含
め
て
３
分
の
２
を
補
助
す
る
有

利
な
制
度
だ
と
思
っ
て
い
る
。
と

債
を
充
当
し
て
い
た
。
過
疎
債
は

算
入
率
が
70
％
も
あ
り
財
源
と
し

て
は
比
較
的
に
有
利
な
条
件
と
思

う
が
考
え
て
み
て
は
い
か
が
か
。

　

過
疎
債
事
業
の
ソ
フ
ト
分
を
増

や
し
て
い
く
と
か
安
易
に
使
う
の

は
反
対
だ
。
財
政
秩
序
を
考
え
な

が
ら
使
っ
て
い
き
た
い
し
、
真
庭

市
の
場
合
は
そ
こ
ま
で
し
な
く
て

も
そ
れ
な
り
の
財
源
は
確
保
す
る

覚
悟
で
い
る
。
提
案
は
提
案
と
し

て
、
活
用
す
る
も
の
は
活
用
し
て

い
く
。
財
政
秩
序
と
い
う
こ
と
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
り
食
料
、

原
油
価
格
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

農
業
資
材
、
特
に
肥
料
の
高
騰
は

２
倍
以
上
の
製
品
も
あ
る
。
そ
う

し
た
中
、
中
国
は
自
国
の
食
料
自

給
率
を
上
げ
る
た
め
リ
ン
鉱
石
の

輸
出
を
制
限
し
た
。
我
が
真
庭
市

の
農
業
を
考
え
る
と
化
学
肥
料
に

頼
ら
ず
、堆
肥
、バ
イ
オ
液
肥
を

古
南 

源
二

問

入
澤 

廣
成

問

問子
育
て
支
援
の
財
源

市
の
所
有
す
る
空
き
地

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

活用提案を募集している看板

蒜山堆肥センター　蒜山西茅部

堆
肥
、バ
イ
オ
液
肥
で

農
業
基
盤
の
整
備
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一般質問

　
真
庭
市
を
線
状
降
水
帯
が
通
過

し
、
予
期
せ
ぬ
災
害
が
発
生
す
る

危
険
は
高
ま
っ
て
お
り
、
特
に
災

害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
を
十
分

に
検
討
し
、
周
知
を
図
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
5
点
を
問
う
。

①
避
難
行
動
要
援
護
者
の
数
と
個

別
避
難
計
画
の
策
定
状
況
②
福
祉

避
難
所
の
収
容
人
数
③
医
学
的
見

地
を
含
め
た
ト
リ
ア
ー
ジ
④
真
庭

市
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援

プ
ラ
ン
全
体
計
画
の
周
知
と
活
用

⑤
私
の
避
難
プ
ラ
ン
作
成
者
名
簿

の
地
域
で
の
共
有
。

①
名
簿
の
登
録
は
１
︐３
０
０
人

で
私
の
避
難
プ
ラ
ン
作

成
者
は
８７８
人
。

②
福
祉
避
難
所
は
12
か

所
で
、
収
容
可
能
人
数

は
最
大
で
１３９
人
。

③
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
避

難
所
に
配
置
あ
る
い
は

巡
回
す
る
市
の
職
員
、

主
に
保
健
師
が
行
っ
て

い
る
。
必
要
な
要
配
慮
者
が
い
る

場
合
、
災
害
対
策
本
部
に
報
告
し

て
移
送
す
る
。

④
計
画
を
改
定
し
た
後
の
こ
と
も

含
め
て
、
医
療
関
係
者
、
介
護
関

係
者
、
ケ
ア
マ
ネ
、
自
治
会
に
再

度
周
知
を
し
て
い
く
。
⑤
個
人
情

報
を
提
供
す
る
場
合
は
、
提
供
の

依
頼
を
い
た
だ
き
、
そ
こ
の
誓
約

を
取
っ
た
形
で
提
供
し
て
い
る
。

ど
う
ゆ
う
風
に
共
有
す
る
か
も
う

一
度
洗
い
直
し
を
進
め
て
い
く
。

　
個
人
の
嗜
好
も
あ
る
が
、
児
童

や
保
護
者
か
ら
給
食
が
美
味
し
く

な
く
な
っ
た
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。
学
校
給
食
は
、
児
童
・

生
徒
の
楽
し
み
の
一
部
だ
ろ
う
と

い
く
と
い
う
の
は
行
政
で
は
な
い

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。

　
真
庭
市
内
の
園
に
お
い
て
地
域

協
定
や
協
議
な
ど
が
必
要
と
な
る

事
が
あ
る
と
思
う
。
そ
う
し
た
事

へ
の
対
応
と
し
て
市
と
し
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
園
単
位
で

保
護
者
や
地
域
住
民
の
声
が
速
や

か
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
作
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
が
策

定
す
る
事
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　

こ
ど
も
園
の
案
件
で
あ
れ
ば
保

護
者
の
中
で
意
見
を
ま
と
め
た
上

で
と
考
え
て
い
る
。

の
ひ
き
こ
も
り
防
止
、
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
に
も
繋
が
る
公
共

財
だ
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。　

　
ス
ポ
少
の
試
合
後
や
、
仲
間
や

家
族
と
の
利
用
、
年
末
年
始
の
帰

省
で
は
親
類
同
士
な
ど
、
様
々
な

利
用
方
法
が
あ
り
、
多
く
の
市
民

の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
と
思

う
。
久
世
地
域
へ
銭
湯
や
サ
ウ
ナ

が
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
か
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、
ニ
ー
ズ

を
確
認
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
市
民
の
要
望
が
あ
る
か
ら
ど
う
な

の
か
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
真
庭
市
と
し
て
設
置
を
前
提
に

す
る
よ
う
な
検
討
だ
と
か
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
す
る
考
え
は
全
く
な
い
。

　
真
庭
市
内
の
事
業
者
へ
行
わ
れ

た
事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

緊
急
支
援
事
業
等
は
、
今
後
も
行

う
事
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　

市
の
財
政
の
事
も
あ
り
公
共
と

し
て
ど
こ
ま
で
、
何
に
支
援
す
る

の
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
と
思

う
。
現
象
面
だ
け
で
何
か
を
し
て

も
思
う
。
現
在
真
庭
中
央
食
育
セ

ン
タ
ー
で
は
、
残
食
調
査
は
し
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
学
校
と

学
校
給
食
施
設
が
連
携
・
協
力
し

児
童
・
生
徒
の
意
見
の
反
映
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

栄
養
教
諭
が
学
校
に
出
向
い

て
、給
食
時
の
食
育
指
導
や
児
童
・

生
徒
が
喫
食
す
る
様
子
を
観
察
し

て
意
見
や
嗜
好
の
把
握
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
意

見
を
反
映
し
た
セ
レ
ク
ト
給
食
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
民
の
方
か
ら
い
た
だ
く
要
望

の
一
つ
に
、
久
世
地
域
に
も
銭
湯

が
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
地

域
住
民
の
交
流
と
憩
い
の
場
と
し

て
久
世
地
域
に
浴
場
が
で
き
れ

ば
、
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
も

大
き
く
、
職
員
を
地
元
か
ら
雇
用

す
れ
ば
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
度

は
高
い
と
考
え
る
。
高
齢
者
の
交

流
の
場
と
な
る
と
共
に
、
高
齢
者

大
月 

説
子

問

淺
野 

和
昭

問

問

問

問

久
世
地
域
へ
銭
湯
を

真
庭
市
立
園

市
内
の
事
業
者
支
援

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
樋
口
健
康
福
祉
部
長

答
樋
口
健
康
福
祉
部
長

答
三
ツ
教
育
長

蒜山やつか温泉快湯館の様子　蒜山上長田

美味しい給食を届けています

災
害
時
要
援
護
者
へ
の

支
援
を

学
校
給
食
に
児
童
生
徒

の
意
見
の
反
映
を
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真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
は

２
０
０
５
年
岡
山
国
体
の
軟
式
野

球
競
技
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ

た
、
西
日
本
初
の
全
面
を
人
工
芝

で
覆
わ
れ
た
野
球
場
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
開
設
以
来
19
年
を
経

て
自
慢
の
人
工
芝
の
劣
化
が
著
し

い
。
選
手
た
ち
の
足
へ
の
負
担
も

大
き
く
、
け
が
を
す
る
危
険
度
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
市
内
外
の
選
手
た
ち
が

真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
集

い
、
素
晴
ら
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
下
で
元
気
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー

が
で
き
、
思
い
出
に
残
る
大
会
が

こ
こ
真
庭
の
地
で
行
わ
れ
続
け
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

①
市
と
し
て
人
工
芝
の
改
修
の
考

え
は
あ
る
か
。

②
緊
急
的
に
と
い
う
言
葉
が
で
て

い
る
が
時
期
は「
い
つ
」な
の
か
。

③
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
も
甲
子
園
で
は

２
０
１
１
年
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら

ボ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ア
ウ
ト

の
Ｂ
Ｓ
Ｏ
に
な
っ
て
い
る
。
真
庭

市
は
事
業
の
取
組
み
で
は
先
進
地

で
あ
る
か
ら
早
く
改
修
す
べ
き
で

あ
る
。

①
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
ア

ク
セ
ス
の
問
題
は
あ
る
が
環
境
で

は
私
は
抜
群
だ
と
思
っ
て
い
る
。

可
能
な
限
り
、
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ

ア
ム
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
だ
。
野
球
を

し
て
い
る
選
手
た
ち
が
、
整
備
が

電
設
備
は
整
備
し
て
い
る
。

　

避
難
所
も
、
一
部
の
避
難
所
に

非
常
用
電
源
や
蓄
電
池
が
整
備
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の

施
設
に
非
常
用
電
源
設
備
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
後
、
非
常
用
電
源
が

未
設
置
の
避
難
所
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
使
い
方
の
現
状
だ
と

か
、
今
の
設
備
を
把
握
し
て
、
非

常
用
電
源
を
な
る
べ
く
早
く
、
計

画
的
に
、
整
備
し
て
い
く
。

保
は
極
め
て
重
要
と
な
る
。
災
害

発
生
時
に
、
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
る
庁
舎
、
各
振
興
局
、
避

難
所
等
が
停
電
と
な
っ
た
際
に
、

非
常
用
電
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

災
害
対
策
本
部
を
担
う
本
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
本
部
と

な
る
会
議
室
と
か
サ
ー
バ
ー
へ
は

１００
％
、
そ
の
他
の
事
務
へ
は
通
常

20
％
程
度
の

電
源
を
72
時

間
供
給
で
き

る
よ
う
に
自

家
発
電
設
備

を
整
備
し
て

い
る
。
現
地

の
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ

る
各
振
興
局

で
は
、
整
備

し
た
年
度
等

で
、
当
時
の

施
設
利
用
の

考
え
方
や
基

準
に
よ
っ
て

電
力
の
供
給

範
囲
、
供
給

時
間
に
違
い

が
あ
る
も
の

の
、
自
家
発

不
十
分
で
負
傷
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
選
手
の
安
全
を

第
一
に
考
え
緊
急
修
繕
を
や
っ
て

い
く
。
誇
る
べ
き
球
場
な
の
で
、

で
き
た
ら
中
国
地
方
の
関
係
者
に

は
使
っ
て
い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な

球
場
と
し
て
今
後
と
も
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
今
年
度
の
予
算
の
範
囲
内
で
修

繕
を
行
っ
て
い
く
。

③
施
設
が
で
き
て
20
年
と
い
う
こ

と
で
人
工
芝
、
電
気
設
備
に
つ
い

て
も
専
門
家
を
入
れ
て
検
討
を
し

て
い
く
。

　
近
年
、
気
候
変
動
に
よ
る
災
害

の
激
甚
化
や
頻
発
化
に
対
し
て
、

人
の
生
命
を
守
る
た
め
の
対
策
強

化
が
必
要
で
あ
る
。
万
一
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
、
各
自
治
体
の

庁
舎
等
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
住
民
避
難
に
係
る
サ
ポ
ー
ト

や
被
害
状
況
の
的
確
な
把
握
な
ど

の
要
と
な
り
、
業
務
継
続
性
の
確

妹
島 

弘
和

問

妹
尾 

智
之

問

や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
の

改
修

災
害
時
に
お
け
る

非
常
用
電
源
は

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
池
田
生
活
環
境
部
長

真庭やまびこスタジアムの全景　三阪

真庭市役所本庁舎に設置している非常用発電機
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一般質問

　
旧
勝
山
図
書
館
の
解
体
の
際
に

１１０
年
以
上
前
に
久
津
見
肇
氏
が
勝

山
周
辺
だ
け
で
な
く
蒜
山
辺
り
も

含
め
て
採
集
さ
れ
た
約
７００
の
植
物

標
本
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の

植
物
標
本
は
真
庭
市
の
大
事
な
財

産
と
し
て
、
よ
い
状
態
で
未
来
へ

つ
な
い
で
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

現
在
こ
の
植
物
標
本
は
津
黒
い
き

も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
で
保
管
さ
れ

て
い
る
が
植
物
標
本
の
保
管
に
詳

し
い
専
門
家
か
ら
は
、
空
調
面
な

ど
か
ら
保
管
場
所
と
し
て
不
安
が

あ
る
と
い
う
意
見
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
１００
年
後
に
向
け
て
標
本

の
適
切
な
保
管
場
所
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

旧
勝
山
図
書
館
か
ら
移
管
後
は

専
門
職
員
が
標
本
ご
と
に
個
別
に

袋
に
入
れ
て
、
必
要
な
防
虫
剤
や

防
湿
材
等
の
薬
剤
と
と
も
に
整
理

用
の
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
す
る
よ
う

に
し
、
保
管
の
状
態
を
改
善
さ
せ

た
。
空
調
ま
で
は
大
変
で
、
そ
こ

ま
で
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
る
。
今
で
き
る
最
大
限

の
適
切
な
管
理
を
し
て
い
く
。
置

く
場
所
は
津
黒
に
す
る
が
、
本
来

は
図
書
館
に
保
管
機
能
を
持
た
せ

た
ら
良
い
と
思
う
。

　
勝
山
地
区
で
集
め
ら
れ
た
８９６
人

の
賛
同
者
の
署
名
と

と
も
に
市
長
宛
に
提

出
さ
れ
た
要
望
書
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど

の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
理
解
促
進
が
深

ま
り
環
境
整
備
に
つ

な
が
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

①
週
休
２
日
を
前
提
に
し
た
工
事

の
促
進
、
前
年
度
に
発
注
準
備
を

終
え
工
事
の
平
準
化
等
に
努
め
て

い
る
。
年
間
の
発
注
予
定
を
２
回

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。

②
市
工
事
へ
の
導
入
も
積
極
的
に

図
っ
て
い
く
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

も
加
点
と
い
う
形
で
付
け
て
い

く
。

③
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
の
随
意
契
約
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
き
な
影

響
を
受
け
た
の
が
ひ
と
り
親
家
庭

で
は
な
い
か
。
低
い
年
収
を
補
う

要
素
が
養
育
費
の
存
在
。
養
育
費

は
、
子
ど
も
の
生
活
安
定
を
経
済

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
も

の
。
子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
し
な

い
親
は
、
養
育
費
を
支
払
う
義
務

が
あ
る
が
、
取
決
め
を
し
て
い
な

い
、
支
払
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
考
え
は
。

　

公
正
証
書
を
作
成
す
る
弁
護
士

相
談
を
費
用
対
象
に
ま
で
拡
大
す

る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

く
の
課
題
に
直
面
。
①
業
界
の
維

持
発
展
の
た
め
余
裕
あ
る
工
期
、

計
画
的
発
注
や
情
報
公
開
な
ど
、

企
業
活
動
の
支
援
は
。
②
い
わ
ゆ

る
働
き
方
改
革
法
が
施
行
さ
れ
、

建
設
業
も
来
年
４
月
か
ら
適
用
。

労
働
時
間
の
管
理
、
時
間
外
労
働

時
間
、
割
増
賃
金
率
計
算
な
ど
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
生
産

性
向
上
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
も
必
要
。

導
入
支
援
す
べ
き
。
③
建
設
業
界

は
関
連
業
界
に
も
影
響
を
与
え

る
。
建
設
関
係
予
算
の
増
額
、
随

意
契
約
枠
の
改
正
、
積
極
的
な
事

業
採
択
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
発
注
を
行
う
べ
き
。

　

人
口
減
少
の
中
で
若
い
人
が
思

い
切
り
青
空
の
下
で
遊
べ
る
環

境
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き

る
、
現
代
的
な
音
楽
が
聴
け
る
と

い
う
、
古
い
世
代
の
価
値
観
で
な

い
も
の
が
、
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い

け
る
環
境
づ
く
り
は
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
自
ら
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
作
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う

若
い
人
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
環

境
整
備
に
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
感
は

必
要
で
、
ず
っ
と
検
討
と
い
う
つ

も
り
は
な
い
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
等
に
よ
る

災
害
の
激
甚
化
が
顕
著
と
な
り
、

多
大
な
被
害
・
被
災
者
を
出
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
災
害
発
生
時
や

復
旧
に
際
し
、
現
場
対
応
を
支
え

る
の
が
建
設
業
界
の
方
々
だ
。
し

か
し
、
建
設
業
界
は
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
従
業
員
の
高
齢

化
、
人
材
確
保
が
で
き
な
い
、
技

術
職
等
の
後
継
者
不
足
な
ど
、
多

柴
田 

正
志

問

岩
本 

壯
八

問

110
年
前
の
植
物
標
本
を

100
年
後
の
未
来
へ

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

市道新設工事現場　月田地内

１1０年前に採集された植物標本
問子

ど
も
の
健
全
な

遊
び
場
設
置
の
要
望
書

建
設
業
界
へ
の
支
援
を

養
育
費
確
保
に
支
援
を

問
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①
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
、

産
業
・
人
口
の
東
京
圏
へ
の
一
極

集
中
、
地
域
産
業
の
空
洞
化
と

い
っ
た
直
面
す
る
課
題
に
、
デ
ジ

タ
ル
実
装
を
通
じ
社
会
課
題
解

決
、
魅
力
向
上
を
ど
う
図
っ
て
い

く
の
か
。

②
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
確
保
に

よ
り
、
企
業
移
住
に
ど
う
繋
げ
、

地
域
企
業
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
地

方
公
共
団
体
へ
の
人
材
派
遣
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

③
行
政
側
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
学
び
の
場
の
提
供
、
障
が
い
者

に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
紹

介
、
貸
出
等
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
の
か
。

①
将
来
像
を
明
確
に
し
た
ま
ち
・

ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
基

に
有
利
な
交
付
金
、
補
助
金
は
活

用
し
て
い
く
。
21
年
に
デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨
導
入
、
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
、
22
年
に
公
共
交
通
デ
ジ
タ

ル
実
装
事
業
、
森
林
・
林
業

ｄ
Ｘ
推
進
事
業
な
ど
行
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
解
決
、

地
域
課
題
の
解
決
に
努
め

て
い
く
。

　

真
庭
高
校
久
世
校
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
な
検
討
を
行
い
全
国
の

モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
先

進
事
例
に
し
た
い
。

②
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
地
方
に

お
い
て
育
て
ら
れ
豊
か
に
な

る
施
策
が
不
十
分
で
あ
る
。

真
庭
市
の
中
で
人
材
を
作
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
情
報
公
社
に
優
秀
人
材

を
入
れ
て
い
る
が
、
真
庭
市

て
は
人
員
の
増
強
を
求
め
る
思
い

が
あ
る
こ
と
も
十
分
分
か
っ
て
い

る
。
業
務
が
増
え
れ
ば
、
疲
れ
や

ス
ト
レ
ス
で
負
担
を
感
じ
て
し
ま

う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
負

担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
く
。

　

今
年
度
か
ら
全
部
局
を
対
象
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
必
要
な
人

員
や
求
め
る
専
門
人
材
な
ど
を
再

度
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

職
員
同
士
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

り
な
が
ら
、
明
る
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、

組
織
全
体
と
し
て
意
識
付
け
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。
以
前
に
も
質
問
し
た

が
、
令
和
４
年
２
月
28
日
に

真
庭
市
行
政
改
革
審
議
会

か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

そ
の
意
見
書
に
お
い
て
も

職
員
の
労
働
環
境
や
人
材

育
成
に
つ
い
て
重
要
な
意

見
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ

い
て
市
長
に
伺
う
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
最
前
線

で
や
っ
て
き
て
い
る
健
康

福
祉
部
や
産
業
観
光
部
な

ど
の
業
務
執
行
環
境
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
人
事
担
当
部
署
で
あ
る
総
務
部

に
、
業
務
の
増
え
た
部
署
か
ら
人

員
補
充
の
要
望
や
相
談
は
上
が
っ

て
き
て
い
る
の
か
。

　
職
員
が
疲
弊
し
て
い
る
と
す
れ

ば
、何
か
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

通
常
の
業
務
し
な
が
ら
の
緊
急

事
態
、
そ
れ
も
長
く
続
い
た
わ
け

で
、
職
員
の
頑
張
り
に
は
感
謝
し

て
い
る
。
限
ら
れ
た
人
的
資
源
の

中
で
役
割
分
担
を
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
局

部
的
に
は
負
担
が
増
加
し
て
き
た

と
い
う
事
実
も
あ
る
。

　

業
務
が
増
加
し
た
部
署
に
お
い

の
職
員
と
し
て
採
用
し
、
国
の
人

件
費
、
支
援
も
活
用
し
て
い
る
。

③
機
器
を
使
お
う
と
い
う
挑
戦
す

る
気
持
ち
が
な
い
と
地
域
は
変
わ

ら
な
い
。

　
真
庭
市
に
は
デ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
の
人
が
多
く
入
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
大
手
民
間
会
社
に
場
所
を

貸
し
た
り
、
民
間
の
デ
ー
タ
ー
関

系
、
Ｉ
Ｔ
関
係
企
業
誘
致
を
図
る
。

③
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
ス

マ
ホ
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
障

が
い
者
の
方
に
つ
い
て
は
個
別
に

対
応
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
症
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
使
っ
た
事
業
な
ど
、
通

常
業
務
に
加
て
数
多
く
の
事
業
を

展
開
し
て
き
て
い
る
。
職
員
は
よ

く
頑
張
り
大
き
く
増
え
た
業
務
も

こ
な
し
て
は
き
て
い
る
が
、
心
身

と
も
に
疲
弊
し
て
き
て
い
る
の
で

森
田 

敏
久

問

庄
司 

史
郎

問

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

構
想
実
現
の
課
題

業
務
執
行
体
制
の

在
り
方
を
問
う

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
木
村
総
合
政
策
部
長

デジタル実装で行われる乗合タクシー　チョイソコまにわ　本庁舎

市役所の執務風景
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一般質問

　
徳
之
島
へ
行
っ
た
。
目
的
は
高

い
合
計
特
殊
出
生
率
を
誇
る
天
城

町
と
伊
仙
町
の
施
策
を
調
査
研

究
す
る
た
め
だ
。
天
城
町
と
伊
仙

町
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い
理

由
を
ま
と
め
る
と
①
天
城
町
は
結

婚
か
ら
出
産
・
子
育
て
に
関
し
て

40
事
業
を
行
い
一
般
会
計
当
初

予
算
の
約
10
％
を
占
め
る
。
②
両

町
と
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
８
︐０

０
０
万
円
か
ら
１
億
円
の
寄
付
を

受
け
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
子
育
て

支
援
で
活
用
し
て
い
る
。
③
「
子

は
宝
」「
結
い
の
精
神
」「
豊
か
な

自
然
環
境
」
の
上
に
「
地
域
力
」

小
規
模
校
を
維
持
し
、
継
続
的
な

行
政
支
援
が
あ
る
。
④
天
城
町
で

は
毎
年
10
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
若

い
人
が
60
人
か
ら
70
人
移
住
し
て

い
る
。
⑤
子
育
て
世
代
の
同
居
率

は
低
い
が
近
く
に
親
が
住
ん
で
い

て
子
ど
も
を
見
て
く
れ
る
。
⑥

天
城
町
の
子
育
て
世
代
年
収
は
約

２６８
万
円
だ
が
家
業
を
継
ぐ
こ
と
も

出
来
る
し
農
業
で
生
計
を
立
て
る

こ
と
も
出
来
る
。
次
に
注
目
し
た

の
は
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め

に
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
受
入
誘
致
で
あ
る
。

昨
年
度
実
績
で
８
︐９
７
４
人
、

こ
れ
は
天
城
町
の
人
口
の
1.6
倍
に

当
た
る
。
30
年
来
に
わ
た
る
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
の
開
催
。
今
年

度
実
績
４９６
人
。
ふ
る
さ
と
納
税
件

数
で
あ
る
。
市
長
に
現
在
取
組
ん

で
い
る
関
係
人
口
の
事
業
評
価
と

教
育
長
に
小
規
模
校
化
に
ど
う
対

応
す
る
か
を
伺
う
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
定
着
率
78
・
２
％
と
、

な
り
わ
い
塾
で
１３２
名
の
卒
業
生
の

内
18
名
が
移
住
し
て
い
る
。

成
を
戦
略
的
に
実
施
す
る
た
め
、９

月
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
内
閣
府
２
０
２
０
年
調
査
で
は
、

女
性
の
約
６
人
に
１
人
、
男
性
の

約
12
人
に
１
人
が
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

被
害
経
験
が
あ
る
。
真
庭
市
は
人

権
擁
護
委
員
が
昔
か
ら
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
真
庭

市
の
子
ど
も
も
大
人
も
、
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
の
被
害
者
、
加
害

者
、
傍
観
者
に
し
な
い
た
め
、
な

ら
な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
。

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
防
止
は
重
要
。

幅
広
い
年
代
層
へ
の
啓
発
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
な
ど
、
相
談
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
も
行
っ
て
い
く
。

　

性
犯
罪
、
性
暴
力
は
人
の
尊
厳

を
著
し
く
傷
つ
け
る
も
の
で
、
断

じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

教
育
課
程
の
中
で
着
実
な
実
施
を

進
め
、
参
観
日
等
を
利
用
し
て
保

護
者
と
情
報
を
共
有
し
、
啓
発
を

通
じ
て
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
人
権
を
守
る
機
運
を
醸
成
す
る
。

は
蒜
山
で
自
然
を
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。
真
庭
市
の
力
を

発
揮
し
、
積
極
的
に
注
視
を
。

　

専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
意
見
書
を
県
に
提
出
す
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
農
業
の
移
住
・
住
宅
支
援
が
必

要
。
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
、
多
発
す
る
自
然
災
害
。
産
業

や
経
営
と
し
て
の
農
業
だ
け
で
な

く
、
地
域
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

働
き
盛
り
を
過
ぎ
た
世
代
も
含

め
、
農
業
従
事
者
の
確
保
・
支
援

は
急
務
。

　

産
地
形
成
と
担
い
手
確
保
、
育

　

素
晴
ら
し
い
人
材
が
良
い
影
響

を
与
え
て
く
れ
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
る
。
魅
力
あ
る
真
庭
を
作
り

関
係
人
口
を
増
や
す
。

　

真
庭
市
で
は
一
層
の
小
規
模
化

が
進
ん
で
い
る
。
小
規
模
校
の
運

営
に
は
学
校
、
行
政
の
支
援
に
加

え
て
地
域
総
が
か
り
で
子
ど
も
を

育
む
こ
と
が
大
切
に
な
る
。
小
規

模
校
の
課
題
解
決
の
た
め
他
の
学

校
と
交
流
・
山
村
留
学
に
取
組
み
、

関
わ
る
地
域
も
元
気
が
出
る
好
循

環
を
作
っ
て
い
く
。
こ
う
ゆ
う
取

組
も
関
係
人
口
を
築
く
。

　
鏡
野
町
の
富
・
羽
出
地
域
で
風

力
発
電
が
計
画
中
。
風
車
は
最
大

25
基
、
全
長
１８０
ｍ
、
羽
根
直
径
１３６

ｍ
、
25
年
か
ら
工
事
開
始
予
定
。

蒜
山
の
自
然
と
目
木
川
へ
の
影
響

が
心
配
。　
　
　
　
　

　

風
車
が
大
き
い
の
で
、
道
路
工

事
が
必
要
。
風
車
の
場
所
だ
け
で
な

く
、大
き
な
道
路
を
造
る
と
き
に
も
、

色
々
な
影
響
が
出
て
く
る
。
真
庭
市

伊
藤 

義
則

問

黒
川
　
愛

問

関
係
人
口
の
取
組
と

小
規
模
校

農
業
の
担
い
手
不
足

は
深
刻

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
が

増
え
て
い
る

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

鏡野風力発電の影響が懸念される
山乗渓谷　　　　　　　蒜山下和

関係人口のイメージ定住人口

関係人口
・定住者

・観光者

・真庭市に魅力を感じて行き来する人
・地域外の人材が真庭の人 と々一緒に
   魅力づくり地域づくりをする

交流人口

鏡
野
風
力
発
電
の
影
響
は

問

問
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一般質問

①
自
然
の
景
観
を
活
か
す
公
園
で

あ
る
と
思
う
が
、
隣
接
す
る
建
屋

が
見
え
る
。境
界
に
植
樹
、グ
リ
ー

ン
の
ネ
ッ
ト
な
ど
蒜
山
三
座
を
眺

め
る
景
観
に
配
慮
す
る
考
え
は
な

い
か
。

②
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
遊
具
は
、６
歳
か

ら
12
歳
用
で
あ
る
。
今
後
６
歳
未

満
の
子
ど
も
が
外
で
遊
べ
る
遊
具

な
ど
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

③
隣
接
の
蒜
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

芝
生
広
場
に
遊
具
が
あ
る
が
、
使

用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
ど

う
す
る
か
。

方
々
も
高
齢
化
が
進
む
中
、
現
実

に
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
い
う
の

は
本
当
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と

い
う
こ
と
の
共
通
認
識
を
し
て
お

き
た
い
と
思
う
。

　

水
路
の
問
題
、
あ
る
い
は
草
刈

り
の
問
題
と
い
っ
た
農
業
を
継
続

す
る
上
で
の
課
題
の
解
決
と
い
っ

た
守
り
の
政
策
、
課
題
に
対
し
て

は
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
そ
し
て
公
社
、

そ
れ
か
ら
県
が
ど
う
連
携
し
て
役

割
分
担
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
公
社

の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

す
る
農
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
に

よ
り
、
農
業
者
が
維
持
管
理
し
て

き
た
農
用
通
路
や
水
路
の
維
持
管

理
も
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

耕
作
放
棄
、
荒
廃
農
地
化
は
、

従
来
問
題
と
さ
れ
て
い
た
農
業
生

産
活
動
や
集
落
維
持
の
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
広
い
範
囲
に
深
刻
な

弊
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
の
か
。

　
ま
ち
な
か
を
通
っ
て
い
る
農
業

水
路
は
生
活
雑
排
水
が
流
れ
込
む

水
路
で
も
あ
る
。
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
、
市
が
何
ら
か
の
形
で
関

与
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
農
業
公
社
の
機
能
拡
大
と
い
う

も
の
も
含
め
て
伺
う
。

　

荒
廃
農
地
は
、
景
観
上
、
ま
た

病
害
虫
の
発
生
や
不
法
投
棄
、
野

生
の
動
物
の
す
み
か
に
な
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
含
め
て
、
そ
の

周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
深
刻
な

問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

農
業
戦
略
調
査
分
析
事
業
も
活

用
し
、課
題
解
決
の
た
め
の
調
査
、

分
析
を
通
じ
て
、
荒
廃
農
地
の
発

生
防
止
を
し
て
い
く
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

農
業
水
路
も
、
担
っ
て
い
る

④
年
間
利
用
者
は
何
人
を
想
定
し

て
い
る
か
。

①
隣
同
士
で
あ
り
景
観
に
配
慮
し

た
対
応
を
し
て
い
く
。

②
こ
の
広
場
の
方
針
は
、
最
低
限

の
物
は
置
い
て
、
あ
と
は
広
々
し

た
と
こ
ろ
で
創
意
工
夫
し
て
遊
ん

で
欲
し
い
。
小
さ
い
子
ど
も
も
大

勢
来
る
こ
と
を
前
提
に
施
設
を
管

理
す
る
団
体
と
相
談
し
て
い
く
。

③
早
く
撤
去
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

④
令
和
８
年
ぐ
ら
い
に
１
万
７
千

人
く
ら
い
を
考
え
て
い
る
。

　
市
内
に
お
い
て
は
近
年
、
ま
ち

な
か
の
農
地
の
耕
作
放
棄
、
荒
廃

化
も
目
に
つ
く
。

　

空
き
家
も
問
題
だ
が
、
こ
う

い
っ
た
荒
廃
農
地
も
住
環
境
の
悪

化
を
招
く
と
と
も
に
、
市
の
景
観

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
る
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
と
密
接
に
関
係

森
脇 

正
和

問

𠮷
原 

啓
介

問

真庭市蒜山高原自然広場入口　蒜山上長田

ある程度の規模があれば管理がしやすい　落合垂水

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
石
井
産
業
観
光
部
長

「
風
の
パ
レ
ッ
ト
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」

農
地
荒
廃
化
が
も
た
ら
す

影
響
へ
の
対
策

後列　氏平　加藤　西田　森田
前列　淺野　森脇
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議
会
広
報
編
集

特
別
員
会
委
員
長

の
淺
野
で
す
。
校

正
と
校
閲
の
違
い

も
分
か
ら
な
い
状

態
か
ら
委
員
長
と

な
り
ま
し
た
が
、

先
輩
委
員
か
ら
文

字
色
の
効
果
や
写

真
の
バ
ラ
ン
ス
方

法
な
ど
を
教
わ
り
、
市
民
の
皆
様
へ
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す

い
編
集
に
努
め
て
い
ま
す
。「
市
民
の
広
場
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

市
内
各
地
の
写
真
や
お
子
さ
ん
の
絵
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
良
い
作
品
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
未
成
年
の

方
も
含
め
、
広
く
市
民
の
方
々
へ
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　真庭市のＩＣＴ部会は、真庭市議会で活躍が続
いており、タブレット端末導入も他市と比べて早
かったです。「デジタル」「ＤＸ」が何でも解決す
るわけではありませんが、デジタル社会は急速に
進んでいます。
　議会がどのようにデジタルを取り入れ、進化し
ていけるのかを学び、考えていきます。そして、
前部会からの引継ぎ課題とあわせて、市民の皆さ
んに議会を身近に感じてもらうためのＩＣＴ・オ
ンライン活用に、部会メンバー６人で取り組んで
いきます。

　真庭市議会では今日まで議会活性化策15項目を
策定し、議会改革に取り組んで来ています。その
結果、早稲田大学マニフェスト研究所が行ってい
る議会改革度調査において、調査回答した１,４１６
議会中（全地方議会の79％）第38位にランクイン
されました。
　議会活性化推進立案部会では、この順位に満足
することなく、現在の議会の有り様を振り返ると
同時に、これからの議会のあるべき姿を考え、更
により市民に開かれた議会、市民に信頼される議
会とするために、新たな議会改革策の立案に向け
て取り組んで参ります。

　議会活性化検証部会では平成28年から議会活性
化についての取組み状況の評価、検証を毎年行っ
ています。
　９月には今後の取組み内容及びスケジュールを
協議する部会を開催し、検証と議員対象の「議会
基本条例に関するアンケート」の分析結果を踏ま
えて、任期の２年間で現在の活性化策の精査を行
い、改訂をも検討していきます。

左から　柴田   福島   伊賀   大月   庄司   伊藤   岩本   加藤   妹尾   氏平 左から　淺野　森田　黒川　緒形　西田　𠮷原

左から　後列　入澤　長尾　中尾　古南
前列　　妹島　森脇 後列　氏平　加藤　西田　森田

前列　淺野　森脇

議会活性化検証部会
部会長　妹島  弘和

議会活性化推進立案部会
部会長　庄司  史郎

議会ICT化推進部会
部会長　黒川　愛

委員長　妹尾  智之

議会広報編集特別委員会
委員長　淺野 和昭 

議会活性化推進特別委員会設置
議長を除く22人、3部会で構成

委員会の紹介
　昨年、早稲田大学マニフェスト研究所が実施した議会改革度調査に於いて回答のあった、１,４１６議会中、第
38位と非常に良い評価をして頂きました。これに驕れることなく、議会改革を進めていくために、議会活性化
推進特別委員会を設置し、その中に、議会活性化推進立案部会・議会ICT化推進部会・議会活性化検証部会
の３つの部会を立ち上げ、議員一人一人が更なる議会改革に取り組んでまいります。
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GIKAI  NO  UGOKI

7月8月9月

ファシリテーションの研修
　ファシリテーションとは「引き出す力」で、具
体的には「支援する」「円滑にする」「促進する」「助
長する」という意味です。この事により、相互理
解、自己主張をして関係を構築し、意思決定に繋
がって行く事になります。結果として、対話の必
要性が求められてきます。社会の多様性が高ま
る時代に生きて行く上で議員の誰もが行って、議
会と市民のより良い関係づくりを構築しなくては
ならない。研修を通じ学んだ事です。

市民と語る会の進め方を協議
　8月28日、議運委員長の進行で班長副班長会を
行い市民と語る会の進め方を協議しました。①付
箋紙に意見を書き、それを黒板に貼り話を展開す
る。②模造紙に意見を書き、違う所に行って意見
を追加書きし、元の所に戻って話し合う。①②を
参加人数で各班が決める事にしました。ご協力を
お願いします。

総務が真庭高校久世校地の視察
　8月23日に県教育委員会と真庭高校副校長及び
総合政策課から今年度末をもって統合される、久
世校地の現地説明を受けました。農業用地や教育
施設、加工施設など総面積約71,７３０㎡と大小59棟
の建物があるということで、校舎の４階から全体
を見た後、敷地を歩いて牛舎やビニールハウス、
加工施設や農業機械の倉庫を視察しました。

文教が中学校校長会と意見交換会
　7月11日、勝山文化センターで市内の中学校長
6人と文教厚生常任委員7人が意見交換会を行い
ました。副委員長が会を進行し、元校長の議員が
会を閉めた85分間でした。いじめ問題、高校進学、
学力問題などシビアなテーマを参加者がたくさん
話しました。政策提言はいじめ問題に絞り、先進
地視察を羽島市と掛川市を予定しています。

　８月10日産業建設委員会委員７名と建設業協会
真庭支部役員９人による意見交換会が建設業協会
真庭支部において開催されました。協会側からは、
安定した仕事発注の要望、緊急要求随意契約のアッ
プ、生コン工場の減少の悩み等が委員会側も物価高
騰の影響等の質問がありました。

産業建設委員会·建設業協会
真庭支部意見交換会

建設業協会真庭支部との意見交換会　勝山

ワールド・カフェ方式での研修　本庁舎

市内中学校長との意見交換会　勝山文化センター

真庭高校久世校地を視察　中島
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絵画、イラスト、書、写真などを募集し
ています。
住所、氏名、電話番号を書いてくだ
さい。ペンネームを希望される場合
も連絡先と氏名が書いてあることが
必要です。
応募先▶真庭市議会
宛先は20ページの帯欄に記載してい
ます

集
募

とーまくんです。　桃太 真庭の日奈子　久美哲

アートアクアリウム　紀由香

議
会
広
報

ここは市民みんなで
つくるページです
楽しい気持ちでご参加
ください 敬称略

SHIMIN
NO

HIROBA
MANIWA

市民
広場

の

風薫る  yoshiko

古民家でハンドパン　YOKO

川東公園のヒガンバナ　DAIGO

三平山からの雲海　カタクリ
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議会改革は更なるステージへ

真
庭
市
議
会
広
報
ま
に
わ
第
74
号

令
和
５
年
11
月
１
日
発
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〒
７
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真
庭
市
久
世
２
９
２
７-

２
　
真
庭
市
議
会

TEL（
０８６７）42-１２７２　

FAX（
０８６７）42-１４２０

URL  https：//www．city．m
aniwa．lg．jp/（

真
庭

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

Eメ
ー

ル
  gikai@

city．m
aniw

a．lg．jp

2019年  社コミュニティハウス

平成30年  月田公民館

2019年  久世東町住宅

2019年  旧上田小学校

令和5年度

ぜひお越しください。 お待ちしています

11月5日㈰～15日㈬  市内12会場 詳しい日程は、

8ページに掲載しています今回は議会報告はございません

庭市議会
民と語る会

4年ぶり

です

第 　　 号
令和5年［2023年］

11月1日発行
市 章

74

真庭
市民

令和

令
和
６
年
3
月
定
例
会
の
請
願

陳
情
は
1
月
31
日
㈬
ま
で

12
月
定
例
会
は

　
12
月
5
日
㈫
か
ら
12
月
21
日
㈭ 　

春風　松下育子さん

第20回落合まちかど展覧会より

真庭市議会HPをご覧ください

真庭市議会HP 真庭市議会FB

市民と語る会
○年ぶり開催

解
者
の
中
か
ら
７
人
に「
美
甘
お
こ

わ（
2
合
セ
ッ
ト
）」が
当
た
り
ま
す
。

は
が
き
に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
を

本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載
し
て
い
る
真
庭
市
議

会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
者
の
発
表

は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。締
切
：
11
月
30
日
㈭
消
印
有
効
。

前
号
の
応
募
総
数
は
54
通
で
、
正
解
者
54
人
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
５
日
㈫　

本
会
議（
開
会
・
議
案
上
程
・
提
案
説
明
）

　
　

８
日
㈮　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　

11
日
㈪　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　

12
日
㈫　

本
会
議（
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
）

　
　

13
日
㈬
14
日
㈭
15
日
㈮　

常
任
委
員
会

　
　

18
日
㈪　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

21
日
㈭　

本
会
議（
委
員
長
報
告
・
採
決
・
閉
会
）

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

■
正
式
に
は
11
月
27
日
㈪
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
定
例
会
の
請
願
と
陳

情
の
受
付
は
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
ま

で
で
す
。
様
式
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の

閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。
市
政
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き
は
、

誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
は
、
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す

る
の
に
対
し
、
陳
情
の
場
合
は
議
員
の

紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

正

●
二
元
代
表
制
…
首
長
と
議
員
は
ど
ち
ら
も
選
挙
で
選
ば
れ
良

い
町
に
す
る
た
め
、
時
に
意
見
が
食
い
違
う
事
が
あ
る
。
隣
県

某
市
議
会
が
何
度
もYouTube

に
登
場
す
る
。
話
題
の
市
長
・

議
員
を
完
全
論
破
、
〇
で
決
算
不
認
定
、
そ
の
レ
ベ
ル
で
議

長
？
等
々
、
一
度
見
る
価
値
有
り
。
●
不
信
任
案
可
決
…
四
国

某
市
で
副
議
長
が
辞
任
し
議
長
不
信
任
案
を
提
出
。
別
議
員
が

賛
成
討
論
を
し
８
対
６
で
可
決
。
不
信
任
案
可
決
に
法
的
拘

束
力
は
無
い
。８
人
の
議
員
は
次
の
議
会
を
欠
席
、
詳
し
く
は

Sm
artNew

s

で
。
首
長
の
場
合
は
10
日
以
内
に
議
会
を
解
散

で
き
る(

地
方
自
治
法)

◆
議
会
改
革
っ
て
何
で
す
か
…
議
会
ク

イ
ズ
の
葉
書
に
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の
声
を
行
政
に
活
か
せ
る

よ
う
に
、
議
会
の
構
造
や
考
え
を
変
え
て
い
く
取
り
組
み
の
事
、

開
か
れ
た
身
近
な
議
会
を
目
指
し
ま
す
。
◆
4
年
ぶ
り
に
市
民

と
語
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
は
予
算
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
が
議
決
権
を
持
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
課
題
や
夢
を
聞
く
た
め
、

勉
強
す
る
た
め
12
会
場
へ
出
向
き
ま
す
。
真
庭
市
政
に
つ
い
て

お
話
し
ま
し
ょ
う
。
◆
今
回
の
表
紙
は
綺
麗
で
す
ね
、
褒
め
ら
れ

る
と
嬉
し
い
。◆
議
会
ク
イ
ズ
の
景
品
予
算
は
1
回
一
万
円
で
す
。

お
勧
め
の
品
を
ち
ょ
こ
っ
と
書
い
て
！
参
考
に
し
ま
す
。（
氏
平
）

　

真
庭
市
議
会
を
傍
聴
し
に
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
真
庭
市

役
所
４
階
の
議
場
入
口
で
、
住

所
氏
名
、
年
齢
を
ご
記
入
い
た

だ
け
れ
ば
簡
単
に
議
場
の
傍
聴

席
へ
お
入
り
頂
け
ま
す
。
議
場
う

し
ろ
に
30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
真
庭
市
議
会
定
例
会
は
、
真
庭

い
き
い
き
テ
レ
ビ
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
の

サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
１
２
２
）
で

生
中
継
し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問

や
各
常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査

は
録
画
し
後
日
放
送
し
て
い
ま
す
。

色
々
３
題

傍
聴

テ
レ
ビ
等
に
映
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
ご
視
聴
く
だ
さ
い
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